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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月12日(2018.4.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変データデジタル画像形成システムにおいて画像再形成可能面をクリーニングする方
法であって、
　可変データデジタル画像形成システム内の画像形成部材の画像再形成可能面とクリーニ
ングニップで接触するクリーニングローラを供給するステップと、
　液体成分および前記液体成分中で浮遊する固体成分を含む溶剤で、前記クリーニングロ
ーラを別個にクリーニングするクリーニング面部材を湿らすステップと、
　前記クリーニング面部材と前記クリーニングローラの表面との間のクリーニングニップ
で、前記クリーニングローラの前記表面を前記湿らされたクリーニング面部材に接触させ
るステップであって、前記クリーニング面部材が、前記クリーニングローラの前記表面上
に前記溶剤の層を残すステップと、
　前記クリーニングローラの前記表面が、前記画像再形成可能面と前記クリーニングニッ
プで接触する前に、前記溶剤の前記液体成分を気化させて、前記クリーニングローラの前
記表面上に前記溶剤の前記固体成分で形成される剥離層を残すステップと、
　前記画像再形成可能面の前記クリーニングローラとの前記クリーニングニップでの接触
を通して、前記画像再形成可能面からインクを取り除くステップと、
　前記クリーニングローラの前記表面が、前記画像再形成可能面から前記インクを回収す
る前記クリーニングニップを通過した後、前記クリーニング面部材を用いて、前記クリー
ニングローラの前記表面上の前記剥離層を再度湿らせて、前記クリーニングローラの前記
表面から前記インクを取り除き易くするステップと、
　前記クリーニング面部材との接触を通して、前記クリーニングローラの前記表面をクリ
ーニングするステップと、を含む方法。
【請求項２】
　前記溶剤の前記液体成分が自然に気化する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記クリーニング面部材が、前記クリーニングローラの前記表面と接触する位置から処
理方向に下流に配置され、前記溶剤の前記液体成分を能動的に気化させる気化装置を利用
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するステップをさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記気化装置はエアーナイフである請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記クリーニングローラは滑らかで硬い表面を有する請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記クリーニング面部材はウェブ材料を含み、当該ウェブ材料は、供給ローラから、圧
力ローラを回って、当該ウェブ材料と前記クリーニングローラとの間のクリーニングニッ
プを経て、巻き取りローラにまで通過する請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記クリーニング面部材はローラ部材上のスポンジ面を含む請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記溶剤の前記液体成分は水である請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記溶剤の前記固体成分は、ホウ砂、食塩、重曹、アルコノックス（登録商標）の中の
少なくとも一つである請求項１に記載の方法。
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